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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第16期

第２四半期
連結累計期間

第17期
第２四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自　2022年12月１日
至　2023年５月31日

自　2023年12月１日
至　2024年５月31日

自　2022年12月１日
至　2023年11月30日

売上高 (千円) 534,053 586,181 1,105,430

経常利益 (千円) 92,540 27,955 134,717

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 54,914 14,405 6,661

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 54,914 14,405 6,661

純資産額 (千円) 1,596,030 1,513,412 1,553,287

総資産額 (千円) 1,736,713 1,642,658 1,701,791

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 18.49 4.78 2.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 18.21 4.76 2.21

自己資本比率 (％) 91.9 92.1 91.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 62,655 18,081 24,652

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △155,801 △16,447 △163,390

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △48,092 △54,254 △42,581

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 1,318,298 1,225,597 1,278,218
 

 

回次
第16期

第２四半期
連結会計期間

第17期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2023年３月１日
至　2023年５月31日

自　2024年３月１日
至　2024年５月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 3.55 3.65
 

(注)　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、社会経済活動の正常化が進み、企業収益や個人消費の持ち直

しが見られ、景気は緩やかな回復基調で推移しました。先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種

政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されます。ただし、欧米における高い金利水準の継続に伴う

影響や中国経済の先行き懸念など、海外景気の下振れによる我が国の景気を下押しするリスク、物価上昇、中東地

域をめぐる情勢、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があります。

当社グループの事業領域である組込みソフトウェア開発のコンサルティング業界におきましては、引き続き、製

造業におけるソフトウェアの重要性が高く、高付加価値の支援が必要とされています。製造業全般において、ソフ

トウェア開発需要が多く、特に自動車業界における電動化や自動運転をはじめとするCASE領域では、ソフトウェア

の大規模・複雑化が進んでおり、ソフトウェア開発の旺盛な受注が継続しております。また、急激に進化した大規

模言語モデルに代表される生成ＡＩなどの最新技術の利活用が急務と考えております。

このような環境の下、コンサルティング事業は、CASEやソフトウェア・ファーストなど、最新の技術課題や製造

業ＤＸを中心に受注を伸ばし、堅調に推移しました。「Eureka Box（ユーリカボックス）」やトレーニングは、リ

スキリング需要の高まりを背景に、順調に推移しました。また、引き続き、リリースに向けて生成ＡＩ支援サービ

ス「CoBrain（コブレイン）」の開発に注力しました。

費用面においては、外注費やCoBrainの開発コストのほか、採用計画の前倒しによる採用コスト・人件費が増加し

ております。

ａ．財政状態

(資産)

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,427,783千円となり、前連結会計年度末に比べ63,377千円減

少いたしました。これは主に配当金及び法人税等の支払に伴い現金及び預金が52,625千円減少したことによるも

のであります。固定資産は214,874千円となり、前連結会計年度末に比べ4,244千円増加いたしました。これは主

にのれん償却に伴い無形固定資産が18,276千円減少した一方で、設備投資に伴い有形固定資産が11,515千円増加

したことと、投資その他の資産に含まれる繰延税金資産が11,472千円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は1,642,658千円となり、前連結会計年度末に比べ59,133千円減少いたしました。

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は129,246千円となり、前連結会計年度末に比べ19,257千円減少

いたしました。これは主に賞与引当金が25,467千円増加したことと、未払法人税等が17,989千円増加した一方

で、その他に含まれる未払費用が11,932千円、預り金が49,569千円それぞれ減少したことによるものでありま

す。

この結果、負債合計は129,246千円となり、前連結会計年度末に比べ19,257千円減少いたしました。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,513,412千円となり、前連結会計年度末に比べ39,875千円

減少いたしました。これは主に四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が14,405千円増加した一方で、剰余金の配

当に伴い利益剰余金が54,281千円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は92.1％（前連結会計年度末91.3％）となりました。
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ｂ．経営成績

当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高586,181千円（前年同期比9.8％増）、営業利益25,753千円

（同71.2％減）、経常利益27,955千円（同69.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益14,405千円（同

73.8％減）となりました。

なお、当社グループはコンサルティング事業の単一セグメントであり、セグメント別の記載を省略しておりま

す。

 
(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

52,620千円減少し、1,225,597千円となりました。主な要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、主に前年同期に比べ税金等調整前四半期純

利益27,955千円が減少したことにより、前年同期に比べ44,574千円減少し、18,081千円の収入（前年同期は62,655

千円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果支出した資金は、主に前年同期に比べ連結の範囲の変更を伴

う子会社株式の取得による支出が無かったことにより、前年同期に比べ139,353千円減少し、16,447千円の支出（前

年同期は155,801千円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果支出した資金は、主に前年同期に比べ株式の発行による収入

が無かったことと、配当金の支払額が増加したことにより、前年同期に比べ6,161千円増加し、54,254千円の支出

（前年同期は48,092千円の支出）となりました。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 
(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2024年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,015,700 3,015,700
東京証券取引所
(グロース)

完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であります。な
お、単元株式数は100株
であります。

計 3,015,700 3,015,700 ― ―
 

(注)　「提出日現在発行数」欄には、2024年７月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エクスモーション(E34140)

四半期報告書

 5/19



 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2024年３月１日～
　2024年５月31日

－ 3,015,700 － 453,486 － 444,486
 

 
(5) 【大株主の状況】

2024年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ソルクシーズ 東京都港区芝浦３丁目１番21号 1,600,000 53.06

渡辺　博之 埼玉県さいたま市浦和区 136,000 4.51

芳村　美紀　(注) 神奈川県川崎市宮前区 120,000 3.98

井山　幸次 神奈川県川崎市多摩区 64,000 2.12

天野　純一 神奈川県藤沢市 51,000 1.69

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 38,800 1.29

服部　勢 長野県長野市 33,000 1.09

矢上　博英 兵庫県西宮市 20,600 0.68

斎藤　賢一 神奈川県相模原市緑区 20,000 0.66

三輪　有史 東京都練馬区 20,000 0.66

計 ― 2,103,400 69.75
 

(注)　芳村美紀氏の戸籍上の氏名は、木村美紀であります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2024年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)

普通株式

30,138

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であり
ます。

3,013,800

単元未満株式
普通株式

― ―
1,900

発行済株式総数 3,015,700 ― ―

総株主の議決権 ― 30,138 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式77株が含まれています。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2024年３月１日から2024年

５月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年12月１日から2024年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、監査法人A&Aパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,278,406 1,225,781

  売掛金及び契約資産 205,145 189,421

  仕掛品 345 958

  貯蔵品 23 27

  その他 7,240 11,595

  流動資産合計 1,491,161 1,427,783

 固定資産   

  有形固定資産 16,290 27,806

  無形固定資産   

   のれん 128,849 114,532

   その他 12,325 8,365

   無形固定資産合計 141,174 122,898

  投資その他の資産 53,165 64,169

  固定資産合計 210,630 214,874

 資産合計 1,701,791 1,642,658

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 12,602 15,840

  未払法人税等 13,457 31,446

  賞与引当金 － 25,467

  その他 122,443 56,491

  流動負債合計 148,503 129,246

 負債合計 148,503 129,246

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 453,486 453,486

  資本剰余金 444,486 444,486

  利益剰余金 655,406 615,530

  自己株式 △91 △91

  株主資本合計 1,553,287 1,513,412

 純資産合計 1,553,287 1,513,412

負債純資産合計 1,701,791 1,642,658
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

売上高 534,053 586,181

売上原価 270,087 372,975

売上総利益 263,966 213,206

販売費及び一般管理費 ※  174,423 ※  187,452

営業利益 89,542 25,753

営業外収益   

 受取利息 7 6

 助成金収入 2,950 2,141

 その他 41 54

 営業外収益合計 2,998 2,202

経常利益 92,540 27,955

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 92,540 27,955

法人税、住民税及び事業税 46,869 25,022

法人税等調整額 △9,242 △11,472

法人税等合計 37,626 13,550

四半期純利益 54,914 14,405

親会社株主に帰属する四半期純利益 54,914 14,405
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

四半期純利益 54,914 14,405

四半期包括利益 54,914 14,405

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 54,914 14,405
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
　至　2023年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 92,540 27,955

 減価償却費 8,571 8,691

 のれん償却額 － 14,316

 賞与引当金の増減額（△は減少） 25,875 25,467

 受取利息 △7 △6

 助成金収入 △2,950 △2,141

 売上債権の増減額（△は増加） 4,780 15,724

 棚卸資産の増減額（△は増加） 37 △617

 仕入債務の増減額（△は減少） － 3,238

 未払費用の増減額（△は減少） △8,530 △11,932

 預り金の増減額（△は減少） △22,899 △49,569

 その他 △8,298 △7,482

 小計 89,119 23,644

 利息の受取額 7 6

 助成金の受取額 2,950 2,141

 法人税等の支払額 △29,421 △7,710

 営業活動によるキャッシュ・フロー 62,655 18,081

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △5,079 △16,463

 無形固定資産の取得による支出 △325 －

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

※２  △151,546 －

 その他 1,150 16

 投資活動によるキャッシュ・フロー △155,801 △16,447

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 株式の発行による収入 2,250 －

 配当金の支払額 △50,342 △54,254

 財務活動によるキャッシュ・フロー △48,092 △54,254

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △141,238 △52,620

現金及び現金同等物の期首残高 1,459,537 1,278,218

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  1,318,298 ※１  1,225,597
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。これらの契約に基

づく借入未実行残高は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2023年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年５月31日)

当座貸越限度額の総額 300,000千円 300,000千円

借入実行残高 －  － 

差引額 300,000  300,000 
 

 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
至　2023年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
至　2024年５月31日)

役員報酬 26,906千円 36,987千円

従業員給料 36,947 35,895 

支払手数料 55,536 31,437 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
至　2023年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
至　2024年５月31日)

現金及び預金勘定 1,318,506千円 1,225,781千円

預入期間が３か月を超える
定期預金等

208 183 

現金及び現金同等物 1,318,298 1,225,597 
 

 

※２．株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産及び負債の主な内訳

前第２四半期連結累計期間(自　2022年12月１日　至　2023年５月31日)

株式の取得により新たに日の出ソフト株式会社を連結したことに伴う連結開始時の資産及び負債の内訳並

びに株式の取得価額と取得のための支出（純額）との関係は次のとおりであります。

流動資産 30,158千円

固定資産 10,549

のれん 143,166

流動負債 △13,874

　株式の取得価額 170,000

現金及び現金同等物 △18,453

　差引：取得のための支出 151,546
 

 

当第２四半期連結累計期間(自　2023年12月１日　至　2024年５月31日)

該当事項はありません。
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　2022年12月１日　至　2023年５月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年２月27日
定時株主総会

普通株式 50,383 17 2022年11月30日 2023年２月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　2023年12月１日　至　2024年５月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年２月28日
定時株主総会

普通株式 54,281 18 2023年11月30日 2024年２月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、コンサルティング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 
(収益認識関係)

当社グループは、コンサルティング事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益の区分は概ね単一

であることから、収益を分解した情報の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 
 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下の

とおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年12月１日
至　2023年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
至　2024年５月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 18.49円 4.78円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 54,914 14,405

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

54,914 14,405

普通株式の期中平均株式数(株) 2,970,148 3,015,623

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 18.21円 4.76円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 46,224 8,055

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年７月12日

株式会社エクスモーション

取締役会  御中

 
監査法人A&Aパートナーズ

 

東京都中央区
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　藤　　　　禎  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　村　　仁　士  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクス

モーションの2023年12月１日から2024年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2024年３月１日から

2024年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年12月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクスモーション及び連結子会社の2024年５月31日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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